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＜５年生稲刈り体験＞  【３年生校区探検（神社編）】  
　6月28日に植えた苗が大きく育ち、収穫の時 　 １０月２５日（水）３，４時間目に「龍野の宝を見
期を迎えました。収穫を楽しみにしていた5年生。 つけよう」ということで、「海陸大明神・若宮神社」
上手に鎌で稲を刈り、みんなで協力しながら数ヶ の探検に行きました。元区長の白石様に海陸大明
所に束ねました。そして、最後にコンバインで脱穀 神と近くにある清水遊水池についての説明を頂
を行いました 。子供育成会会長の池田様をはじ き、歴史について学んだ子供たちは、若宮神社に
め、地域の方々のご協力により、楽しい稲刈り体 行き、神社の作り等を見て回りました。学んだこ
験が出来ました。  とを12月の学習発表会で紹介する予定です。  

＜龍野地区敬老会に参加しました＞  ＜租税教室を行いました＞  
　 １０月２９日（日 ）にコロナの影響で中止されて 　 税務署の方をお招きし、６年生租税教室を行い
いた敬老会が４年ぶりに開催されました。１年生 ました。子供たちにとって、税金について考える
の子供たちが参加し、チグハグダンスとしあわせ ことは難しいように感じましたが、ＤＶＤを使って
の曲メドレーを歌いました。水前寺清子さんの「３ 分かりやすくご指導いただき、税金の大切さを十
６５歩のマーチ」を歌う子供たち、ご参加の方々か 分理解できたようでした。これからさらに税金の
ら笑顔で大きな拍手を頂きました。 必要性について学習を進めていきます。 

＜「山編」５年生本立てづくり＞  
　 １０月２３日（月）に5年山編を行いました。今回は、上益城地域振興局林務課から４名の職員の方
々のご協力により、本立て製作を行いました。まずは、日本の林業について説明をしていただきまし
た。そして、いよいよ本立てづくり、板を切るために鉛筆で線を引き、ノコギリを使って２枚に切り分
けました。釘を打つ位置は、端から７ｍｍと聞いた子供たち、悩みながらも製図を頑張っていました。
釘を打つ位置が決まった子供たちは、協力しながら金槌を使って釘打ち。少しずつ本立ての形が出来
ていきました。完成した本立ては、とても上手に出来ていて、満足そうな笑顔の子供たちでした。  


